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七
月
二
日（
日
）安
曇
野
市
防

災
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
、
松
本
消
防
協
会
主
催
に
よ

る
、
令
和
五
年
度
松
本
消
防
協

会
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
松
本
広
域
管
内

の
う
ち
ポ
ン
プ
車
操
法
へ
三

市
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
へ
三
市

二
村
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
へ
二
市
一

村
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
生
坂
村

は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
出
場
し

ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
練
習
を
ス
タ
ー
ト

し
、一
週
間
に
二
日
、夜
七
時
か

ら
九
時
ま
で
選
手
や
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
団
員
と
共
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

各
分
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
五

名
は
、
操
法
大
会
の
出
場
が
未

経
験
で
し
た
の
で
、
操
法
経
験

者
の
先
輩
か
ら
技
術
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
明
科
消
防
署
の

署
員
に
講
師
で
来
て
も
ら
っ
た

り
と
、操
法
技
術
の
習
得
、向
上

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
八
月
　
九
日
（
水
）

　
　
　
一
〇
日
（
木
）

　
　
　
一
一
日
（
金
）

　
　
　
一
二
日
（
土
）

　
　
　
二
六
日
（
土
）

各
回
と
も
午
後
一
時
一
五
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

☆
ア
ク
ア
運
動
教
室

　
八
月
　
四
日
（
金
）

　
　
　
一
一
日
（
金
）

各
回
と
も
午
後
一
時
三
〇
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

☆
絵
手
紙
教
室

　
八
月
一
九
日
（
土
）

　
　
　
午
前
一
〇
時
～

会
場
・「
た
ん
ぽ
ぽ
」
創
作
室

☆
陶
芸
教
室

　
八
月
一
七
日
（
木
）

　
　
　
二
四
日
（
木
）

各
回
と
も
午
後
七
時
～

会
場
・
村
民
会
館
講
堂

て
、
出
場
順
毎
に
各
団
が
入
れ

替
わ
り
で
入
・
退
場
が
行
わ
れ
、

以
前
と
は
雰
囲
気
が
違
う
中
で

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
少

し
緊
張
し
た
様
子
の
選
手
達
も

練
習
で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
何

度
も
思
い
出
し
、
競
技
に
臨
み

ま
し
た
。

結
果
は
健
闘
惜
し
く
も
八
位

で
し
た
が
、
大
会
に
出
場
す
る

た
め
行
わ
れ
た
訓
練
に
よ
り
、

団
員
の
消
防
技
術
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
約
三
ヶ
月
間
、
練

習
を
重
ね
経
験
と
成
果
を
残
し

た
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
選
手
、

ま
た
、
競
技
に
は
出
場
し
な
く

て
も
選
手
に
寄
り
添
い
、
指
導

や
準
備
な
ど
、
協
力
い
た
だ
い

た
団
員
と
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

☆
こ
ど
も
水
泳
教
室（
小
学
生
）

　
八
月
　
一
日
（
火
）

　
　
　
　
三
日
（
木
）

　
　
　
　
八
日
（
火
）

　
　
　
一
〇
日
（
木
）

　
　
　
一
七
日
（
木
）

　
　
　
二
二
日
（
火
）

　
　
　
二
四
日
（
木
）

各
回
と
も

一
・
二
年
生
　
午
後
四
時
～

三
～
六
年
生
　
午
後
五
時
～

☆
犀
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

（
小
中
学
生
対
象
。保
護
者
の

参
加
も
可
能
）

　
八
月
一
九
日
（
土
）

　
　
　
二
〇
日
（
日
）

両
日
と
も
午
後
の
開
催
で

す
。集
合
場
所
、時
間
等
詳
細

は
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方

へ
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

届
出
制
度
」は
、双
方
ま
た
は
い

ず
れ
か
一
方
が
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
で
あ
る
お
二
人
が
、互
い
を

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
こ

と
を
県
へ
届
け
出
て
、
県
は
届

出
を
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
制
度
で
す
。七
月
一
〇
日
か
ら

届
出
を
受
け
付
け
、八
月
一
日
か

ら
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
多
様
性
や
違
い
を
認
め
、
共

に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
方
々
の
生
活
上
の
障

壁
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
や
届
出
方
法
に

つ
い
て
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

県
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
一
〇
二

松
本
消
防
協
会
ポ
ン
プ

松
本
消
防
協
会
ポ
ン
プ

操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー

「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
届
出
制
度
」
が

シ
ッ
プ
届
出
制
度
」
が

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す

八
月
　
公
民
館
教
室
・

社
会
教
育
、
生
涯
学
習

関
連
イ
ベ
ン
ト

↑ホームページ
　はこちらから
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★「
夏
は
山
雅
！
」

•

八
月
一
二
日
（
土
）

VS
カ
タ
ー
レ
富
山
戦

一
九
時
キ
ッ
ク
オ
フ
！

ア
ル
ウ
ィ
ン
史
上
最
大
級
の

夏
祭
り
『
山
雅
夏
祭
り
二
〇

二
三
』
を
開
催
！

•

「
山
雅
縁
日
」

夏
と
言
っ
た
ら
「
縁
日
」、
大

人
気
の「
山
雅
縁
日
」を
再
び

ア
ル
ウ
ィ
ン
で
開
催
！

•

大
人
必
見
「
ヤ
マ
ガ
★
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
」

松
本
駅
、
塩
尻
駅
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
使
っ
て
ア
ル
ウ

ィ
ン
へ
行
っ
て
、
み
ん
な
で

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

•

「
恐
竜
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く

さ
ん
」

あ
の
大
迫
力
の
恐
竜
が
サ
ン

プ
ロ
ア
ル
ウ
ィ
ン
へ
や
っ
て

く
る
！

ぜ
ひ
恐
竜
に
会
い
に
ア
ル
ウ

ィ
ン
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
盆
期
間
の
開
館
予
定

今
年
度
も
、お
盆
期
間
中【
八

月
一
四
日（
月
）・
一
五
日（
火
）・

一
六
日
（
水
）】
の
開
館
を
行
い

ま
す
。

涼
し
い
図
書
室
で
、読
書
、勉

強
、夏
休
み
の
宿
題
等
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
お
盆
期
間
中
の
開
館
時
間
＝

一
〇
時
～
一
七
時

■
平
和
の
本
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
八
月
一
五
日
は
戦
後
七
八
回

目
の
終
戦
記
念
日
で
す
。
図
書

室
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘
れ

ず
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
た

め
、
例
年
八
月
に
戦
争
と
平
和

の
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
本
を
手
に
取
っ
て
、
ぜ
ひ
平

和
に
想
い
を
馳
せ
る
時
間
を

作
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

•

期
間
　
八
月
二
日
（
水
）
～

　
　
　
　
八
月
三
一
日
（
木
）

児
童
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
た
ん
ぽ
ぽ
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
以
前
よ
り
、
夏
休
み
の
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
み
や
思
い
出
作

り
の
場
と
し
て
、「
た
ん
ぽ
ぽ
夏

ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、児
童
館
で
は
、今
ま
で
の

「
夏
ま
つ
り
」
に
代
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
自
主
的
に
自
分
た
ち

で
楽
し
む
機
会
を
作
る
「
夏
の

お
楽
し
み
会
」を
、生
坂
村
内
在

住
の
小
学
生
を
対
象
に
開
催
し

た
い
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
か
ら
運
営
ま
で
子
ど
も

た
ち
で
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ 2011 YAMAGA

Ⓒ 2011 YAMAGA

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

　
☎︎
八
八-
五
四
九
〇

き
ま
し
ょ！

図
書
室
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⃝

髙た
か
き木

　子し

き規
さ
ん

～
畑
名
人
～

　
全
校
で
い
ろ
い
ろ
し
た
い
。

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
く
。
車

を
つ
く
る
。
自
分
た
ち
の
好
き

な
勉
強
を
す
る
。

⃝

瀧た
き
ざ
わ澤

　歩あ
ゆ
む夢
さ
ん

～
ア
ー
ト
名
人
～

　
図
工
な
学
校
！
い
ろ
い
ろ
つ

く
る
。
一
日
中
図
工
で
ロ
ボ
ッ

ト
。一
日
中
畑
。な
ん
で
も
。毎

日
車
で
通
え
る
。
ア
イ
パ
ッ
ト

が
つ
か
え
る
。

⃝

岩い
わ
ま間

　旭あ
さ
ひさ
ん

～
早
お
き
名
人
～

今
の
ま
ま
の
学
校
が
い
い

よ
。

⃝

甲か
い
ざ
わ

斐
澤

　凛り
ん

さ
ん

～
お
や
き
名
人
～

楽
し
い
勉
強
。つ
く
る
。え
の

ぐ
。
好
き
な
本
を
読
み
聞
か
せ

を
し
て
も
ら
う
。ぬ
り
え
。人
形

い
っ
ぱ
い
。

⃝

川か
わ
ま
た又

　希き

い衣
さ
ん

～
ダ
ン
ス
名
人
～

　
ラ
ン
ド
セ
ル
な
し
。
一
日
中

図
書
館
で
読
書
。な
か
よ
し
。先

生
を
楽
し
ま
せ
る
。
一
日
中
読

み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
う
。

⃝

白し
ら
い井

　喜き
い
ち一

さ
ん

～
空
手
名
人
～

　
自
然
観
察
。つ
く
っ
た
り
、発

見
し
た
り
し
た
い
。
自
分
で
時

間
割
を
決
め
る
。
休
み
時
間
に

す
き
な
こ
と
が
で
き
る
。

⃝

藤ふ
じ
さ
わ澤

　悠は
る
ま真
さ
ん

～
ス
ポ
ー
ツ
名
人
～

　
図
工
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
。

一
日
中
図
工
で
ロ
ボ
ッ
ト
。
ひ

っ
ぱ
っ
て
動
く
も
の
を
つ
く
り

た
い
な
。

⃝

松ま
つ
し
た下

　千ち
は
や隼
さ
ん

～
水
泳
名
人
～

　
図
工
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
。

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
を
し
た
い

な
。

⃝

森も
り
や
ま山

　彩あ
や
め雲
さ
ん

～
お
絵
か
き
名
人
～

　
自
分
た
ち
の
好
き
な
勉
強
。

一
日
中
散
歩
。ゆ
き
あ
そ
び
。お

も
ち
ゃ
を
も
っ
て
き
て
い
い
。

自
分
の
ミ
ニ
が
い
る
。
カ
ル
パ

ス
が
も
ら
え
る
。

み
ん
な
が
、
い
い
な
あ
と
思

う
学
校
は
、
な
ん
だ
か
で
き
そ

う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

ま
ず
は
み
ん
な
の
お
う
ち
た

ん
け
ん
に
行
き
、
春
の
生
坂
の

自
然
や
、
み
ん
な
の
お
う
ち
の

周
り
の
様
子
を
体
で
感
じ
て
き

ま
し
た
。
思
い
思
い
に
つ
く
っ

た
た
ん
け
ん
絵
本
を
み
る
と
、

そ
の
時
の
様
子
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
二
年
生
！

こ
れ
か
ら
の
活
動
が
楽
し
み
で

す
。

小学校だより

生坂小学校の二年生。
クラスの合い言葉は

「みんな なかよし いいきもち♥」
どんなことができる学校だったら、
毎日楽しく来たくなるかなあ？
みんなにききました。
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中学校だより
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松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
に
よ
る「
ス
マ

イ
ル
山
雅
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
青
大
豆「
あ
や
み
ど

り
」の
種
蒔
き
会
が
、六
月
一
九

日（
月
）に
、下
生
坂
区
雲
根
地

区
の
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、松
本

山
雅
と
生
坂
村
が
企
画
し
た
も

の
で
、大
豆
栽
培
を
通
じ
て
、遊

休
農
地
の
活
用
や
地
域
住
民
の

交
流
活
性
化
、
青
少
年
の
育
成

に
取
り
組
み
、
運
動
と
食
事
の

大
切
さ
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
生
坂
保
育
園
ひ
ま

わ
り
組
の
年
長
さ
ん
六
名
と
、

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
か
ら
上
伊
那
郡

宮
田
村
出
身
の
田
中
想そ

来ら

選

手
、
株
式
会
社
松
本
山
雅
の
飯

田
真
輝
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
始
め
に
松
本

山
雅
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
豆
を
土

に
蒔
く
手
順
の
説
明
を
受
け
、

軍
手
を
は
め
て
、
田
中
選
手
や

飯
田
さ
ん
と
と
も
に
豆
を
畑
に

蒔
い
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
心
地
よ
い
快
晴
に
恵

ま
れ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
楽

し
み
な
が
ら
種
蒔
き
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
穫
は

秋
頃
で
、
保
育
園
の
給
食
食
材

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
田
中
選
手
か
ら
園

児
へ
山
雅
グ
ッ
ズ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、一
人
ひ
と
り
に
サ
イ
ン

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
で
作
っ
た
も
の
を
、
地

域
で
消
費
す
る
地
産
地
消
も
カ

ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

す
。
雲
根
地
区
か
ら
発
信
す
る

脱
炭
素
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、今
後
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
の
イ
ベ
ン
ト
や
松
本
山
雅
と

連
携
し
た
企
画
を
計
画
し
て
い

き
ま
す
。

今
回
、「
あ
や
み
ど
り
」
の
提

供
や
企
画
に
参
加
・
協
力
い
た

だ
い
た
松
本
山
雅
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
多
く
の
登
山
者
が
山
々

を
訪
れ
る
一
方
、
山
岳
遭
難
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
県
内
で
は
、
七
月
～
八
月
の

二
か
月
間
で
一
一
〇
名
が
遭
難

し
、う
ち
死
亡
者
七
名
、負
傷
者

五
一
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
分

の
体
力
・
技
術
に
合
っ
た
山
を

選
ぶ
と
と
も
に
、
次
の
点
に
注

意
し
て
夏
山
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

◆
事
前
に
日
程
、コ
ー
ス
、危
険

箇
所
等
を
確
認
し
、
参
加
者

全
員
で
話
し
合
っ
て
計
画
を

立
て
る
。

◆
入
山
前
に
は「
登
山
計
画
書
」

を
必
ず
提
出
す
る
ほ
か
、
行

動
予
定
を
身
近
な
人
に
知
ら

せ
て
お
く
。

◆
日
頃
か
ら
体
調
管
理
を
行

い
、
体
調
に
不
安
が
あ
る
場

合
に
は
登
山
を
中
止
す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
警
察
本
部

　
山
岳
安
全
対
策
課

古
代
国
家
の
形
成
期
で
あ
る

「
古
墳
時
代
」。
そ
の
渦
中
に
あ

っ
た
シ
ナ
ノ
の
王
が
主
体
的
に

築
き
上
げ
た
社
会
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
期
間
中
、
約
五
〇
点
の
長
野

県
宝
を
展
示
す
る
ほ
か
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期
間

　
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら

　
八
月
二
〇
日
ま
で

◆
会
場

　
長
野
県
立
歴
史
館

　
企
画
展
示
室

◆
開
館
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
（
入
館
は
午
後
四
時
三
〇

分
ま
で
）

◆
休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）と
祝
日
の
翌
日
。た

だ
し
、八
月
一
四
日
（
月
）
は

開
館
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
立
歴
史
館

　
〇
二
六-

二
七
四-

三
九
九
二

夏
山
で
の

夏
山
で
の

遭
難
事
故
防
止
！

遭
難
事
故
防
止
！

長
野
県
立
歴
史
館
で
企
画

長
野
県
立
歴
史
館
で
企
画

展
「
主
張
す
る
古
墳
～
新

展
「
主
張
す
る
古
墳
～
新

た
な
シ
ナ
ノ
の
古
墳
時
代

た
な
シ
ナ
ノ
の
古
墳
時
代

像
～
」
を
開
催
し
ま
す

像
～
」
を
開
催
し
ま
す

ス
マ
イ
ル
山
雅
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ス
マ
イ
ル
山
雅
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
豆
の
種
ま
き
会

大
豆
の
種
ま
き
会
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集
落
支
援
員
の
佐
久
間
で
す
。

畔
で
靴
を
ぬ
ぎ
田
ん
ぼ
に
入

る
、冷
た
く
ぬ
る
く
、粘
っ
こ
く
、

数
歩
、
歩
け
ば
、
声
が
で
る
ほ

ど
、全
身
に
血
が
巡
っ
て
い
く
。

こ
の
時
期
は
除
草
に
追
わ

れ
、必
死
な
私
。
そ
の
横
で
、息

子
の
愉
快
な
独
り
言
が
聞
こ
え

て
く
る
。
好
奇
心
や
想
像
力
を

働
か
せ
夢
中
な
様
子
が
全
身
で

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

経
験
や
環
境
が
、
い
か
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
か
と
、
驚
き

と
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

豊
か
な
五
感（
経
験
）を
育
む

こ
と
は
、
豊
か
な
未
来
を
つ
く

り
だ
せ
る
。
田
の
除
草
に
追
わ

れ
れ
ば
、追
わ
れ
る
ほ
ど
、感
覚

を
置
き
去
り
に
し
、
鈍
感
と
な

っ
て
い
く
自
身
を
、
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
一
応
、画
家
と
し
て
、現

在
、
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
の

玄
関
に
て
、毎
月
、絵
の
展
示
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
季
節
と
抽
象
」を

合
わ
せ
た
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
一
列
の
除
草
に
何
分

か
か
る
も
の
か
、
も
っ
と
効
率

を
上
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
、
そ

ん
な
計
算
ば
か
り
。

次
の
日
、
息
子
が
保
育
園
か

ら
持
ち
帰
っ
て
き
た
絵
に
は
、

田
ん
ぼ
の
絵
が
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。

広
い
空
に
手
や
足
の
裏
で
感

じ
た
泥
や
草
ま
で
、田
ん
ぼ
の
質

感
を
捉
え
た
素
敵
な
絵
で
し
た
。

で
、「
描
き
た
い
！
」
と
気
持
ち

が
動
く
ま
で
、
銀
河
系
の
映
像

を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

息
を
呑
む
ほ
ど
美
し
い
壮
大

な
空
間
で
、
何
億
年
と
星
々
や

銀
河
は
互
い
に
回
転
し
合
い
、

渦
を
巻
き
秩
序
を
保
っ
て
い
ま

す
。「

ま
わ
れ
」
天
の
川
銀
河
は
、

そ
う
私
に
諭
し
ま
し
た
。
あ
ま

ね
く
命
が
循
環
す
る
中
で
、
五

感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
れ
ば
、
自
然

は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

現
代
で
は
、
水
が
ど
こ
か
ら

来
て
ど
こ
へ
還
る
の
か
、
思
考

し
な
く
と
も
田
ん
ぼ
も
生
活
も

で
き
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ

て
深
い
思
考
を
手
放
し
、
人
は

未
来
を
選
択
し
て
ゆ
け
ま
す
。

そ
れ
も
豊
か
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
感
覚
を
置
き
去
り

に
し
ま
す
。自
然
や
芸
術
は
、創

造
の
原
点
で
あ
り
、
私
の
急
ぎ

足
で
乱
れ
た
感
覚
を
呼
び
戻
し

て
く
れ
ま
す
。

夕
暮
れ
、
田
ん
ぼ
で
太
陽
の

光
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
稲
は
風

と
た
わ
む
れ
、足
元
の
水
温
は
、

ほ
の
か
に
暖
か
く
、
水
面
に
映

る
形
に
囚
わ
れ
な
い
、
真
っ
赤

な
雲
、
山
の
向
こ
う
に
夕
陽
が

沈
み
き
る
ま
で
、
無
心
で
西
の

空
を
眺
め
ま
し
た
。静
か
に
、心

が
動
き
ま
し
た
。

家
族
を
始
め
、生
坂
村
、こ
の

世
界
の
よ
り
良
い
未
来
と
健
康

を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

 

（
佐
久
間
　
拓
郎
）

62
（通巻120号）

田
と
未
来

田
と
未
来

し
か
し
最
近
、
昔
の

よ
う
に
筆
が
上
手
く
動

か
ず
、
何
か
が
麻
痺
し

て
い
る
感
覚
。

考
え
直
し
て
み
る
と

…
息
子
の
描
い
た
田
ん

ぼ
の
絵
の
よ
う
に
、
描

く
が
先
で
は
な
く
、
体

験
や
感
動
が
先
に
あ
る

と
、
閃
い
た
様
に
リ
ズ

ム
よ
く
描
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

七
月
の
テ
ー
マ
は

「
天
の
川
銀
河
と
抽
象
」

と
先
に
決
め
て
い
た
の

大地を感じる！

天ノ川

色鮮やかに

全身で楽しむ！
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　農業公社では、農地保有合理化事業の取り組みにより担い手への農地の利用集積と遊休荒廃化が進む農地の管理や有効
活用を図っています。また担い手として後継者の育成を行うほか、高齢者対策や生活環境美化に関する事業等を実施して
います。また、特産品開発部では、村で採れた農産物を有効活用し、農家と協力をしながら研究や商品開発を行い、村の
特産品として村内外で販売をしています。こうした活動を通じて、農作業を支援し、地域の振興と福祉の増進を図っています。

公益財団法人生坂村農業公社　令和4年度事業報告

１．公益目的事業
（１）農地保有合理化事業
　　①農地の貸借
　　②農地の管理
　　③農作業受託
　　④農業技術研修
（２）都市住民との交流事業
（３）美化事業
（４）特産品開発事業
（５）体験事業
（６）ボランティア事業
（７）農産物加工施設の維持管理

２．収益目的事業
（１）特産品開発事業
　　①商品の開発
　　②特産品の製造
（２）販路拡大事業
　　①村内外販売
　　②イベント販売
　　③宅配、郵送販売
　　④弁当販売
（３）かあさん家の運営
　　①食堂運営
　　②特産品販売
　　③酒類販売

農業技術研修（後継者の育成） 特産品販売

特産品製造作業農地の貸借　・　農地の管理
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令和4年度収支決算

科目 決算額
〔一般正味財産増減の部〕

〔経常収益〕
【基本財産運用益】

基本財産利息収入 680
【事業収益】

農業振興事業収入 4,173,149
地域支援事業収入 8,378,320
特産品製造販売収入 76,359,537
施設利用料 176,090
管理委託収入 600,000
生産品決算収入 22,814,992

【補助金等収入】
村補助金収入 38,357,000

【雑収入】
受取利息収入 187
雑収入 871,817

事業活動収入計 151,731,772
〔形状費用〕
【事業費】

期首棚卸高 4,724,667
原材料費 22,431,431
生産品決算決算支出 22,814,992
給料手当支出 7,905,358
期末棚卸高 − 4,835,202
臨時雇賃金支出 41,130,550
法定福利費支出 3,388,592
福利厚生費支出 387,104
広告宣伝費支出 303,719
会議費支出 20,900
旅費交通費支出 12,900
通信運搬費支出 1,128,269
構築物減価償却費 2,170,567
車両減価償却費 109,797
什器減価償却費 334,969
前払地代償却 1,698,000
消耗品費支出 10,633,882
修繕費支出 2,194,214
印刷製本費支出 16,482
燃料費支出 1,537,102
光熱水料費支出 9,953,187
使用料及び貸借料支出 1,084,989
保険料支出 126,580
諸謝金支出 38,800
租税公課支出 2,431,650
手数料支出 1,584,394
負担金支出 788,823
委託費支出 755,143
償還金利子 60,212
雑費 0

科目 決算額
【管理費】

役員報酬支出 3,000,000
給料手当支出 6,510,216
法定福利費支出 1,488,864
交際費支出 1,450
会議費支出 5,510
旅費交通費支出 45,200
通信運搬費支出 467,537
消耗品費支出 337,154
修繕費支出 965,178
印刷製本費支出 41,800
光熱水料費支出 1,884,267
使用料及び賃貸料支出 418,887
保険料支出 74,100
諸謝金支出 0
手数料支出 135,563
委託費支出 1,848,000
負担金支出 58,100

経常費用計  152,213,897
当期経常増減額 − 482,125

〔経常外増減の部〕
当期一般正味財産増減額 − 482,125
一般正味財産期首残高 50,387,199
一般正味財産期末残高 49,905,074

〔指定正味財産増減の部〕
受取地方公共団体補助金 2,750,000
一般正味財産への振替額 − 10,612,162
当期指定正味財産増減額 − 7,862,162
指定正味財産期首残高 78,335,563
指定正味財産期末残高 − 70,473,401
正味財産期末残高  120,378,475

（単位：円）
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『
安
心
し
て
く
だ
さ
い
！
』

　
お
暑
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夏
真
っ
盛
り
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。皆
様
体
調
は
い
か
が
で

す
か
？
先
日
ム
カ
デ
に
腕
を
噛

ま
れ
て
も
負
け
ず
に
元
気
な
駅

長
で
す
。

さ
て
、今
月
は「
と
に
か
く
明

る
い
」オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
三
本

立
て
で
書
き
ま
し
た
。

壱『
開
い
て
ま
す
よ
』

い
く
さ
か
の
郷
の
営
業
時
間

は
、午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
で

す
。時
々
「
出
荷
は
何
時
か
ら
で

き
る
の
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。通

常「
午
前
七
時
」か
ら
出
荷
で
き

ま
す
。

意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
昔
か
ら
い
く
さ
か
の
郷
は

「
午
前
七
時
」か
ら
開
店
準
備
を

し
て
い
ま
す
。今
で
し
た
ら
暑
く

な
る
前
に
出
荷
が
可
能
で
す
。

 

た
だ
し
、駅
長
が
寝
坊
し
た
と

き
は
ご
め
ん
な
さ
い（
笑
）

弐『
書
い
て
ま
す
よ
』　
　

い
く
さ
か
の
郷
で
は
、お
客
様

に
商
品
の
特
徴
を
伝
え
る
た
め

に
、売
場
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
掲
示
し
て

い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
印
刷

し
た
も
の
か
ら
手
書
き
の
も
の

ま
で
、ス
タ
ッ
フ
の
得
意
技
を
活

か
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

売
り
に
く
い
、売
れ
に
く
い
商

品
も
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
つ
け
る
と
あ
ら

不
思
議
…
。

 

皆
様
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
騙
さ
れ
な
い

よ
う
に
お
財
布
の
ひ
も
は
し
っ

か
り
閉
め
て
く
だ
さ
い（
笑
）

参『
食
べ
て
ま
す
よ
』

毎
月
第
三
土
曜
日
恒
例
の
特

産
市
で
は
、
先
月
か
ら
新
た
に

「
駅
長
の
推
し
売
り
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
無
理
強
い
す
る「
押
し
売
り
」

で
は
な
く
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

つ
け
た
美
味
し
い
も
の
の「
推
し

売
り
」で
す
。

「
え
～
っ
」て
思
う
も
の
も
あ

れ
ば
、有
名
ど
こ
ろ
の
美
味
し
い

も
の
も
登
場
し
ま
す
の
で
お
楽

し
み
に
。も
ち
ろ
ん
、「
推
し
」に

選
ぶ
商
品
は
、駅
長
が
食
べ
て
判

断
し
て
い
ま
す
。

現
在
頑
張
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト

中
な
の
で
、む
や
み
に
食
べ
物
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い（
笑
）

　
と
い
う
わ
け
で
オ
チ
で
す
。

肆『
安
心
し
て
く
だ
さ
い
、

は
い
て
ま
す
よ
』

五
月
下
旬
、
新
緑
の
美
し
い

青
葉
の
下
、
晴
天
で
あ
り
風
も

心
地
よ
い
中
で
の
カ
メ
洗
い
、天

日
干
し
を
行
い
ま
し
た
。
農
業

公
社
で
の
梅
漬
作
業
の
始
ま
り

で
す
。
昨
年
は
降
雹
の
被
害
が

あ
り
原
料
の
梅
確
保
に
大
変
苦

労
し
ま
し
た
の
で
、
今
年
も
危

惧
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
方
面

の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
予
定

数
量
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
大
勢
の
村
内
の
方
々
に
梅

漬
け
作
業
の
お
手
伝
い
に
来
て

い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

梅
の
塩
も
み
、一
晩
置
い
て
か

ら
実
割
り
、
塩
抜
き
を
し
て
カ

メ
に
丁
寧
に
漬
け
込
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
の
後
し
そ
揉
み
を
し
、

し
そ
を
入
れ
て
赤
く
な
る
の
を

待
ち
ま
す
。し
そ
は
、村
内
農
家

の
皆
さ
ん
か
ら
も
栽
培
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
色
々
な

方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
い
く
さ

か
さ
ん
ち
の
梅
漬
が
出
来
上
が

り
ま
す
。

梅
漬
け
作
業
は
と
て
も
手
の

か
か
る
大
変
な
作
業
で
す
が
、

「
今
年
の
梅
は
パ
リ
パ
リ
で
美

味
し
い
ね
。」
と
言
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
一
番
嬉
し
く
、頑
張
っ

て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。先

輩
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝

統
の
味
を
守
っ
て
、こ
れ
か
ら
も

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
あ
さ
ん
家
の
店
頭
に
は
七

月
下
旬
に
並
ぶ
予
定
で
す
。
お

客
様
の
美
味
し
い
と
い
う
言
葉

を
聞
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　『
か
あ
さ
ん
家
七
夕
ま
つ
り
』

　
八
月
六
日（
日
）九
時
～

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

か
あ
さ
ん
家

　
上 

水  

春 

美

『
い
く
さ
か
さ
ん
ち
』の
梅
漬
け
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〇日時

申し込み
お問い合わせ 生坂村役場健康福祉課 ☎

検査内容

会場：健康管理センター

血管の状態（動脈硬化の進行度）を知り、脳血管疾患や心臓
病など命に関わる病気を予防するため、１年に一度はご自分
の健康チェックを行いましょう。

令和５年度 集団健康診査のお知らせ

期日 時間
８月 日（火）
夕がた健診

８月 日（水）

８月 日（木）
朝イチ健診
月 日（金）

対象年齢 受診料
～ 歳 円
～ 歳 国保加入者： 円（ 歳・ 歳の方は無料）

その他の保検：加入保険者にお問合わせ下さい
歳以上 無料

種類 検査方法 受診料 対象者
大腸がん検診 問診

便潜血反応検査
（２日法）

円
・ ・ ・
・ 歳：無料

歳以上

前立腺がん検診 問診、血液検査
（ 検査）

円 歳以上の男性
～ 歳で、家族歴のある方

肝炎ウイルス検査 問診・血液検査
（ 抗原・ 抗体）

円
歳から の倍

数の年齢：無料

歳以上で、検査を受けたこ
とがない方

結核・肺がん検診
（ 月 日午前のみ）

問診
胸部レントゲン撮影

無料 ～ 歳で受診機会のない方
歳以上の方

※検診ごとに「 ポイント」を ポイント付与

〇受診料 自己負担額） ※年齢は令和６年３月末時点です

〇同時に受診できる検診

歯科健診は午前のみ、
無料で受けられます

～
～
～
～
～
～
～
～



12

主食 高野豆腐のそぼろご飯

材 料（２人分）
ご飯・・・・・・・・・300ｇ
高野豆腐・・・・・・・２個
だし汁・・・・・・・50cc
酒・・・・・・・・大さじ１
みりん・・・・・・大さじ１
しょうゆ・・・・・大さじ 3/4
砂糖・・・・・・・小さじ２

ほうれん草・・・・・・100ｇ
しょうゆ・・・・・・小さじ１
紅しょうが（細切り）・ 適宜
白髪ねぎ・・・・・・・適宜

作り方
① 鍋に湯を沸かし、高野豆腐を加えて蓋をし、

火を止めて３～４分おく。
② ①の湯を切り、高野豆腐をフォークでそぼ

ろ状にほぐす。
③ 鍋に Aと②を入れて中火にかけ、汁気がな

くなるまで時々混ぜながら炒り煮する。
④ ほうれん草はゆでて、水にとり水気を絞り

１㎝長さに切り、しょうゆをかけて絞る。
⑤ 器にご飯を盛り、③と④をのせ、紅しょう

が、白髪ねぎを添える。

A

1人分 熱量 373kcal、たんぱく質 13.9g、脂質 6.3g、食塩相当量 1.5g

高野豆腐は脂肪の代謝を促し、肥満を予防する脂質の一種である大豆レシチンを豊富に含んで
います。血液中のコレステロールを溶かし、動脈硬化を予防すると言われています。また、脳の
情報伝達物質「アセチルコリン」を構成し、高齢者の認知症予防にも注目されていますので、積極的
に摂りたい食品です。
そこで、今月は「高野豆腐のそぼろご飯」のレシピをご紹介します。この料理は、鶏ひき肉の

代わりに高野豆腐を使用することで、上記のようなお肉には含まれていない栄養を摂取すること
ができます。簡単にできますので、ぜひ作ってみてください。

【食改おすすめコメント】

作り方は簡単、だし汁のうま味と高

野豆腐のホクホク食感がご飯とグ

ットマッチング！

鶏そぼろよりあっさりしていて、ヘ

ルシーでおいしいよ。
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な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
五
月
二
四
日
は
、
旧
国
鉄
篠

ノ
井
線
廃
線
敷
コ
ー
ス
で
し

た
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
は
ひ
ん
や

り
と
涼
し
く
、
森
林
の
中
を
気

持
ち
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

歩
こ
う
部 

活
動
報
告

　
五
月
九
日
は
、
ロ
ン
グ
お
散

歩
コ
ー
ス（
昭
津
～
草
尾
）で
し

た
。コ
ー
ス
周
辺
で
は
、田
植
え

が
行
わ
れ
て
お
り
、
様
子
を
見

　
六
月
六
日
は
山
清
路
大
橋
コ

ー
ス
で
し
た
。今
回
は
、山
清
路

遊
歩
道
の
方
へ
足
を
伸
ば
し
て

み
ま
し
た
。犀

川
の
水
は
、澄

ん
で
い
て
、と

て
も
綺
麗
で

し
た
。

　
六
月
二
一
日
は
、
赤
地
蔵
コ

ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
天
気
が

良
か
っ
た
の
で
、
ス
カ
イ
ス
ポ

ー
ツ
公
園
か
ら
村
内
を
一
望
で

き
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

後
は
、
み
ん
な
で
四
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
探
し
ま
し
た
。

　
四
月
一
一
日
は
、小
立
野
ハ
ナ

モ
モ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。今

年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、ハ
ナ
モ

モ
は
少
し
散
り
始
め
て
い
ま
し

た
が
、
ぷ
っ
く

り
と
し
た
花

が
、
と
て
も
綺

麗
で
し
た
。

　
四
月
二
六
日
は
雨
の
た
め
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
行
い
ま
し
た
。
松
本
大
学
の

学
生
に
腕
の
振
り
方
、
姿
勢
な

ど
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ

ー
ム
の
指
導
を
受
け
、
歩
き
ま

し
た
。ま
た
、計
算
な
ど
認
知
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
運
動
を
同
時
に

行
う
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
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先
月
、
台
風
や
活
発
化
し
た

梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
死

者
・
行
方
不
明
者
が
確
認
さ
れ

た
ほ
か
、
家
屋
の
浸
水
な
ど
日

本
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。今
回
は
、こ
れ
か
ら

の
時
季
に
増
え
る
台
風
や
集
中

豪
雨
に
よ
る
水
害
か
ら
命
を
守

る
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

【
日
頃
か
ら
の
備
え
】

⃝

防
災
マ
ッ
プ
の
確
認

生
坂
村
に
は
、
地
区
ご
と
に

作
成
さ
れ
た
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」が
あ
り
ま
す
。区
内
外

の
避
難
場
所
や
、
地
区
特
有
の

危
険
な
場
所
が
記
載
さ
れ
て
い

《
避
難
情
報
の
種
類
と
意
味
》

⃝

警
戒
レ
ベ
ル
３

　
高
齢
者
等
避
難

人
的
被
害
の
発
生
す
る
危
険

性
が
高
ま
っ
た
状
況
で
あ
り
、避

難
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
人

（
高
齢
の
方
、障
害
の
あ
る
方
、乳

幼
児
等
）と
、そ
の
支
援
者
は
避

難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。そ
の
他
の

人
は
、家
族
と
の
連
絡
、非
常
持

出
品
の
用
意
な
ど
避
難
の
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

⃝

警
戒
レ
ベ
ル
４

　
避
難
指
示

人
的
被
害
の
発
生
す
る
危
険

性
が
非
常
に
高
ま
っ
た
状
況
、

あ
る
い
は
既
に
人
的
被
害
が
発

生
し
た
状
況
で
あ
り
、
住
民
は

直
ち
に
避
難
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
万
一
避
難
す
る
余
裕
が
な

け
れ
ば
、
命
を
守
る
最
低
限
の

行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

⃝

警
戒
レ
ベ
ル
５

　
緊
急
安
全
確
保

既
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る

か
、
ま
た
は
災
害
が
発
生
直
前

で
あ
り
安
全
な
避
難
が
で
き

ず
、命
が
危
険
な
状
況
で
す
。直

ま
す
の
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備

近
年
、い
つ
、ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、防

災
グ
ッ
ズ
へ
の
注
目
が
集
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、非
常

食
や
飲
料
水
、懐
中
電
灯
、医
薬

品
な
ど
最
低
限
必
要
な
も
の
か

ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
接
近
し
て
か
ら
の
注
意
点
】

⃝

不
要
不
急
の
外
出
は
し
な
い

河
川
や
田
畑
の
様
子
を
見
に

行
っ
た
り
、
慌
て
て
食
料
を
買

い
に
行
っ
た
り
す
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

⃝

避
難
情
報
に
注
意

防
災
無
線
に
耳
を
傾
け
、
避

難
情
報
が
出
た
ら
す
ぐ
に
動
け

る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。ま
た
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
つ
け
、
積
極
的
に
情
報
を
集

め
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
行

し
、い
つ
、ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
か
ら
大
切
な

「
命
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ち
に
安
全
な
場
所
で
命
を
守
る

行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
自
宅

の
二
階
以
上
や
崖
か
ら
離
れ
た

部
屋
に
移
動
す
る
な
ど
、
少
し

で
も
身
の
安
全
を
確
保
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
必
ず
し
も
こ
の
順
番
で
発
令

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
発
令
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
身
の
危
険
を
感
じ
る

場
合
は
避
難
を
始
め
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　
申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

赤
羽 

ナ
ツ
子 

さ
ん（
95
歳  

小
立
野
）

牛
越 

　
昭
一 

さ
ん（
96
歳  

古
　
坂
）

牛
越 
文
四
郎 

さ
ん（
82
歳  

宇
留
賀
）

山
本 
　
千
秋 

さ
ん（
89
歳  

下
生
坂
） 

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

五
十
嵐
大は
る
あ
き晃
ち
ゃ
ん（
6
月
21
日
生
）

大
樹
さ
ん
・
里
枝
さ
ん（
上
生
坂
）

■入札結果（6月） （単位：千円）
担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品場所 落 札 業 者 落札価格

振興課 委託 令和５年度信州の森林づくり事業
（保全松林緊急保護整備） 下生坂 企業組合

山仕事創造舎 32/㎥

振興課 委託 令和５年度道路メンテナンス補助事業
橋梁補修設計業務 山清路橋 （株）アンドー 6,897

振興課 工事 令和５年度　生坂村農産物加工施設
豆腐用自動梱包機設置工事 生坂村農産物加工施設 信越厨房株式会社 2,618

松本広域連合消防職員採用資格試験（初級）
【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈台風・集中豪雨に備えて〉
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松本広域連合消防職員採用資格試験（初級）
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歯
周
病
っ
て
？

歯
周
病
は
歯
を
支
え
る
歯
ぐ

き
と
骨（
歯
槽
骨
）が
壊
さ
れ
て

い
く
病
気
で
す
。

歯
周
病
を
起
こ
す
原
因
は
、

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
に
た
ま
っ
た

歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）の
中
に
い
る

歯
周
病
菌
が
歯
ぐ
き
に
炎
症
を

起
こ
し
（
歯
肉
炎
）、
少
し
ず
つ

歯
周
組
織
を
破
壊
し
て
い
き
ま

す
。
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
づ
い
た

と
き
に
は
進
行
し
、
重
度
の
歯

周
病
で
は
歯
を
失
う
こ
と
も
。

歯
周
病
は
右
の
四
つ
の
危
険

因
子
が
重
な
る
こ
と
で
発
症
や

シ
に
血
が
つ
い
た
り
、
す
す

い
だ
水
に
血
が
混
じ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
。

・
時
々
、
歯
が
う
い
た
よ
う
な

感
じ
が
す
る
。

・
指
で
触
っ
て
み
て
、
グ
ラ
つ

く
歯
が
あ
る
。

・
歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
出
た
こ
と

が
あ
る
。

悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

日
々
の
生
活
習
慣
の
見
直
し

が
大
切
で
す
。

歯
垢
は
細
菌
の
す
み
か
！

細
菌
は
食
事
の
糖
な
ど
を
エ

サ
に
し
て
増
殖
し
ま
す
。歯
垢
は

ネ
バ
ネ
バ
し
た
歯
周
病
菌
や
虫

歯
菌
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
の

塊
で
す
。歯
石
は
唾
液
中
の
カ
ル

シ
ウ
ム
に
よ
っ
て
再
石
灰
化
し

て
固
ま
っ
た
も
の
で
す
。食
べ
か

す
は
早
め
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
の
症
状

・
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

・
口
臭
が
あ
る

・
歯
ぐ
き
が
や
せ
て
き
た

・
歯
と
歯
の
間
に
物
が
つ
ま
る

・
歯
を
み
が
い
た
あ
と
歯
ブ
ラ

大
雨
、停
電
の
ち
真
夏
日
。七

月
に
入
っ
て
不
安
定
な
天
気
が

続
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
梅
雨

が
明
け
ま
し
た
の
で
、や
ま
な
み

荘
の
生
ビ
ー
ル
祭
り
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。鮮
度
を
保
っ
た
キ
レ

ッ
キ
レ
の
生
ビ
ー
ル
を
一
気
に

飲
み
干
し
て
く
だ
さ
い
。

恒
例
の
食
堂
企
画
、
ス
タ
ミ

ナ
フ
ェ
ア
第
二
弾
の
う
な
丼
、ト

ン
テ
キ
丼
は
大
人
気
で
、
毎
日

た
く
さ
ん
の
方
に
お
召
し
上
が

り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。八
月
一
日
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
盆
用
料
理
の
注
文

受
付
は
、
先
月
の
広
報
チ
ラ
シ

の
ご
案
内
か
ら
す
で
に
多
く
の

ご
予
約
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。仕
入
れ
の
都
合
上
、八
月
六

日
ま
で
を
注
文
期
限
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
ご
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　

日
帰
り
宴
会
で
は
、
五
五
〇

〇
円
の
予
算
で
一
〇
名
様
、
宿

泊
で
八
名
様
以
上
の
ご
予
約
の

場
合
、
幹
事
様
な
ど
一
名
様
分

の
お
料
理
を
サ
ー
ビ
ス
い
た
し

ま
す
。ま
た
、指
定
の
ワ
ン
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
も
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
夏
限
定
の
団
体
プ
ラ

ン
を
納
涼
や
ご
家
族
・
ご
友
人

の
お
集
ま
り
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

こ
れ
ら
の
症
状
が

一
つ
で
も
当
て
は
ま

れ
ば
歯
周
病
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
早

め
に
歯
科
医
院
を
受

診
し
て
検
査
を
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
は
早
め
に

見
つ
け
、
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所
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宝くじの収益金は、長野県の販売実績により配分されますので、
長野県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

　
地
元
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
い
る
明
科
高
校
で
は
、毎
年
六

月
、安
曇
野
明
科
あ
や
め
ま
つ
り

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◎
三
日
：
事
前
清
掃

　
台
風
一
過
の
晴
天
に
恵
ま
れ

た
こ
の
日
、実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、会
場
と
な
る
明
科

あ
や
め
公
園
の
草
取
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、生
徒
会
本
部

役
員
の
ほ
か
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、サ
ッ
カ
ー
部
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
に
所
属
す
る
生
徒
を
含
む

総
勢
約
六
〇
名
。
教
頭
も
担
当

職
員
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
草
か
き
を
手
に
し
て
草
を
削

り
、ま
と
め
た
も
の
を
草
捨
て
場

に
運
ぶ
と
い
う
作
業
を
繰
り
返

す
こ
と
二
時
間
あ
ま
り
で
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
み
ん
な
で
記
念

撮
影
。
気
持
ち
よ
く
当
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
す
が

す
が
し
い

予
感
と
と

も
に
、
仕

事
を
終
え

ま
し
た
。

◎
一
七
日
：
あ
や
め
ま
つ
り
①

　
一
日
目
の
午
前
中
は
ミ
ニ
ス
テ

ー
ジ
に
、吹
奏
楽
部
が
出
演
し
ま

し
た
。部
員
に
吹
奏
楽
経
験
の
あ

る
職
員
も
加
わ
っ
て
、練
習
を
重

ね
て
き
た
三
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
る
お

昼
前
の
時
間
帯
で
、楽
器
の
運
搬

な
ど
も
汗
だ
く
で
し
た
が
、お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◎
一
八
日
：
あ
や
め
ま
つ
り
②

　
二
日
目
は
、本
校
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
六
名
が
元
松
本
山
雅
所
属

の
片
山
真
人
さ
ん
と
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
出
演
し
ま
し
た
。リ
フ

テ
ィ
ン
グ
対
決
も
あ
り
、盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
を
通
し
て
参
加
し
た

の
は
、生
徒
会
本
部
役
員
の
皆
さ

ん
。お
菓
子
の
福
引
や
セ
ル
フ
綿

菓
子
体
験
の
運
営
に
携
わ
り
、会

場
を
訪
れ
た
お
客
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

（
文
責
　
教
頭
　
倉
下
　
直
）
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六
月
二
三
日
（
金
）
に
、松
く

い
虫
防
除
の
た
め
の
薬
剤
空
中

散
布
を
村
内
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
こ
の
空
中
散
布
は
、
長
野
県

の
防
除
実
施
基
準
に
よ
り
実
施

し
て
お
り
、
本
年
度
も
小
立
野

入
・
池
沢
・
大
城
‐
京
ヶ
倉
・
込

地
・
金
戸
山
・
古
坂
地
域
の
二
九

ha
に
散
布
し
ま
し
た
。

　
薬
剤
散
布
に
伴
う
影
響
を
み

る
た
め
、
薬
剤
散
布
区
域
近
隣

の
四
箇
所
に
お
い
て
大
気
及
び

水
を
採
取
し
、
薬
剤
散
布
の
成

分
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

分
析
結
果
は
、
あ
ら
た
め
て

広
報
い
く
さ
か
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
ま
す
。

夜
に
な
っ
て
も
一
向
に
終
わ

ら
な
い
セ
ミ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
、
元
気
だ
な
…
と
呆
れ
気
味

な
こ
の
頃
、
皆
様
お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
日
、
わ
が
家
で
起
こ
っ

た
愛
猫
脱
走
未
遂
（
？
）
事
件
。

　
朝
、
支
度
を
終
え
て
二
匹
の

猫
た
ち
に
お
留
守
番
を
お
願
い

し
よ
う
と
振
り
返
っ
た
ら
、
一

匹
い
な
い
。ソ
フ
ァ
ー
の
下
も
、

テ
レ
ビ
の
裏
も
、
ど
こ
に
も
見

当
た
ら
な
い
。
窓
も
玄
関
も
閉

ま
っ
て
い
る
。ま
る
で
神
隠
し
。

こ
の
ま
ま
で
は
遅
刻
し
て
し
ま

う
…
と
冷
や
汗
が
噴
き
出
し
て

き
た
と
き
、ひ
ら
め
い
た
。必
殺

技
「
ち
ゅ
～
る
」。
お
や
つ
箱
か

ら
取
り
出
し
て
き
て
、
ふ
と
足

元
を
見
る
と
、
い
る
…
。

　
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
音
も

な
く
。
ま
っ
た
く
ど
こ
に
隠
れ

て
い
た
の
か
、
い
ま
だ
に
謎
で

す
。
早
く
白
状
さ
せ
て
秘
密
基

地
を
封
鎖
し
な
い
と
…
。

酷
暑
の
夏
、
皆
様
お
身
体
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。
八
月
号
も
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

（
西
村
）

女
性
は
文
系
が
好
き
と
い
う
無

意
識
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

リ
ケ
ジ
ョ
は
小
さ
い
時
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
刷
り
込
ま

れ
ず
、
興
味
を
持
つ
環
境
や
機

会
の
あ
る
子
が
多
い
と
い
う
統

計
も
あ
り
ま
す
。

　
多
様
性
が
研
究
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
は
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
男
女
の
機
会
均
等
の

上
で
も
、
男
女
ど
ち
ら
も
同
列

で
活
躍
で
き
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
ね
。

「
リ
ケ
ジ
ョ
」（
理
系
女
子
）と

い
う
言
葉
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
が
、
理
工
系
の

職
業
は
、
ま
だ
ま
だ
女
性
比
率

が
少
な
く
、
男
性
が
や
る
仕
事

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
日
本
の
大
学
で
は
理

工
系
の
女
子
学
生
が
少
な
く
、

特
に
工
学
系
は
少
数
で
す
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
乗
り
物
や
機
械

系
の
お
も
ち
ゃ
に
日
常
的
に
触

れ
て
い
る
男
子
の
ほ
う
が
興
味

を
持
ち
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、男
性
は
理
系
が
得
意
、

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー

～思い込み～

第4回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

編
集
後
記

編
集
後
記

令
和
五
年
度
松
く
い
虫

令
和
五
年
度
松
く
い
虫

防
除
空
中
散
布

防
除
空
中
散
布



生坂村ホームページ

わが家の推しメン

カメっち
（推定 10歳・ミドリガメ）

下生野 /吉井 優奈さん

日光浴
最高！！

　
六
月
二
三
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
た
農
業
公
社
理
事
会
で
、

理
事
長
に
選
出
を
い
た
だ
い
た

小
林
和
雄
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
四
十
数
年
村
外
で
働
い

て
き
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
形
で

生
坂
村
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は

大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
農
業
振
興
、
村

内
農
産
物
な
ど
の
加
工
部
門
、

そ
れ
ら
特
産
品
を
皆
様
に
提
供

す
る
か
あ
さ
ん
家
の
三
本
事
業

を
展
開
す
る
団
体
の
責
任
者
と

し
て
働
く
こ
と
に
、
大
変
緊
張

し
て
お
り
ま
す
。

　
村
内
産
業
の
中
核
を
担
う
組

織
を
間
違
い
な
い
よ
う
運
営

し
、
村
民
の
皆
様
に
喜
び
・
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
後
の
あ
い
さ
つ
で
、
藤

澤
村
長
は「
今
回
採
択
さ
れ
た

事
業
を
、
共
同
提
案
者
と
力
を

合
わ
せ
て
、
産
業
と
雇
用
の
創

出
、農
業
振
興
、村
民
の
生
活
の

向
上
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
、

移
住
・
定
住
の
促
進
等
に
よ
り
、

地
域
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
打

破
し
、
持
続
可
能
な
生
坂
村
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。」
と
意
気

込
み
を
語
り
、
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に
つ

い
て
、生
坂
村
で
は
二
月
に
計

画
提
案
書
を
提
出
し
、
四
月

に
採
択
が
公
表
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、今
般
、六
月
七
日

（
水
）に
、東
京
都
内
で「
環
境

省
第
三
回
脱
炭
素
先
行
地
域

認
定
証
授
与
式
」が
行
わ
れ
、

藤
澤
村
長
と
本
事
業
の
共
同

提
案
者
で
あ
る（
株
）松
本
山

雅
、平
林
建
設（
株
）、企
業
組

合
山
仕
事
創
造
舎
の
代
表

者
、
併
せ
て
四
名
が
登
壇
し
、

西
村
明
宏
環
境
大
臣
よ
り
認

生
坂
村
農
業
公
社

生
坂
村
農
業
公
社

新
理
事
長
に

新
理
事
長
に

小
林
和
雄
さ
ん
が
就
任

小
林
和
雄
さ
ん
が
就
任

小池 都
み や び

陽 ちゃん（1歳）
日岐／勇次さん・香奈さん

こんげつの

いい顔

アウトドア　　大好き！

環
境
省

環
境
省  

第
三
回
脱
炭
素
先
行
地
域

第
三
回
脱
炭
素
先
行
地
域

認
定
証
授
与
式
に
出
席
し
ま
し
た

認
定
証
授
与
式
に
出
席
し
ま
し
た


